絆ルート１（六月二十九日）
　帰り道、雨の中の商店街を歩いていると、本屋から出てきた絆ちゃんとばったり出くわした。

「あれ、絆ちゃん？」

「あら、奇遇ですね中根先輩」

「何か本買ったの？」

「はい。ちょっと料理の本を。新しいレパートリーでも増やそうかと思って」

「………………」

　絆ちゃんって、料理得意だったっけ？

　前に淳に聞いたとき、砂糖と塩を間違えたり、包丁の持ち方が危なかったりで大変だって聞いたことがあるんだけど。

「どうしたんですか先輩。黙ったりして」

「いや、その、絆ちゃんって料理できるの？」

「失礼ですね。料理くらいできますよ」

「あれ？でも、淳に聞いたときには―――」

「ああ、淳さんに出した料理はわざと失敗したんですよ」

「……は？」

　わざと失敗したって、なんでまたそんなこと。

「知らないんですか。今時、ドジッ子のほうが男の人には受けるんですよ」

「……そ、そうなの？」

「そうです。ですから、淳さんの健康を損なわない程度の失敗料理を出したり、すぐ転んだりしたり。男の人って、そういうのに萌えるらしいですからね」

　なんていうか、その好みは一部の人間にしか当てはまらないような気がするのは気のせいだろうか。

　しかし、淳がそういうのが好きかどうかは知らないのでやめたほうがいいとは言えないし……
「それに、最初は下手でだんだんうまくなっていくという演出も、自分のために練習したんだと思わせることもできたりして大事なんですよ」

　すごい。そこまで考えてるのか……
「と、とにかく、がんばってね」

「はい。今日は早速淳さんに料理を作ろうと思ってるんで、私はこれで行きますね」

　そう言って去っていく絆ちゃんの後姿を見ながら思う。
　淳……失敗料理、腹いっぱいになるまで食わされるなんてお前も大変だな。

共通ルート３へ
絆ルート２（六月三十日）
「中根先輩」

　帰りのホームルームも無事終わり、一緒に帰ろうと言う里美をなんとか説得しようと試みるも失敗し、ちょっぴり鬱になっているところに突然話しかけられた。

「絆。どうしたの？」

「大貫先輩もこんにちは」

　絆ちゃんは、俺についで教室から出てきた里美に向かって挨拶する。

　この二人は、対象を意地でも落とすという根底のところが一緒で気が合うらしい。

　絆ちゃんの標的はもちろん淳。そして、里美の標的は残念ながら俺。
　ちなみに、絆ちゃんの猫をかぶっていない姿を知っているのは俺と里美だけだ。

　その理由は、彼女は淳を落とすために外堀から埋めにかかっているらしい。

　淳はあれだけもてるために男の敵が多い。それは昔かららしく、俺みたいに淳と仲が良い男友達というのは珍しい。そんな俺だから、淳の趣向や男同士でしか話さないようなことを聞き出すためにあえて俺に正体を明かして近づいてきたのだ。
　これに関しては間違いないことだ。なんせ自分で言ってたんだから。

「それで、俺になんか用？」

「淳さ――じゃなくて、お義兄ちゃん知りませんか。教室にいないみたいですけど」

　隣をクラスメイトが通ったために、あわてて彼女は言い直した。
「淳ならごみ捨てに行ったけど」

「ごみ捨てですか」

「うん。かばんは教室に残ってるでしょ。飯塚さんも待ってるみたいだし、そのうち戻ってくると思うけど」

「ごみ捨てということは、淳さんは今は一人きり。今のうちにくっついたり抱きついたりしても文句を言う女はいないか。できれば、淳さんのかばんを手に入れて、明奈のやつを置いて一緒に帰りたいけど……そのためには、明奈に気づかれないようにかばんを奪取する必要が―――」

　どうやら、俺の話は途中から聞こえていないらしい。

　今の彼女の頭の中では、どうやって淳と二人きりで帰ろうかとフルスピードで考えているはずだ。
「あれ、三人ともそこでなにやってるんだ？」

　しかし、絆ちゃんがぶつぶつと考えているうちに当の本人が帰ってきてしまった。

「お義兄ちゃ～ん」
「おわっ！？」

　即座にスイッチを切り替えて、淳に抱きつく絆ちゃん。相変わらず素早い。

「お義兄ちゃん、一緒に帰ろ！あのねあのね、絆、おいしいケーキのお店見つけたの」

「へぇ。それじゃあ、帰りに寄っていこうか」

「うん！じゃあ、早く二人で――」

「ちょっと待っててな。今かばん取ってくるから、明奈と三人で行こう」

　そう言って、淳は教室に入っていく。

「――――ちっ」

　そして、思いっきり絆ちゃんの口から舌打ちが漏れたのだった。

「それじゃあ、俺は帰るよ。絆ちゃん、がんばって、一応応援してるから」

「はい。私は負けません！」

　いきこんでいる絆ちゃんの横をすり抜けて、歩き出す。

「ねえ、しんちゃん。私もおいしいラーメン屋知ってるんだけど……」

「別に腹減ってない」

「しくしくしく……」

　こうして、今日は無事に帰れることになったのだった。
共通ルート４へ
絆ルート３（七月一日）
　階段を下りて昇降口に行こうとする途中、階段の踊り場で里美と絆ちゃんの二人がなにやら話しこんでいた。
「大貫先輩。淳さんを落とすために、私には何が足りないんでしょう？」

「あなたは今、甘えん坊の義理の妹って言うキャラでいってるのよね」

「はい。義理の妹なんていう幼馴染にも匹敵する最強のポジションにいるんです。そこは生かしていかなきゃまずいでしょう」

「ええ、その通りよ。義理とはいえ妹とそんな関係にっていう背徳感を利用しない手はないわ」

「はい」

　……なんかまじめな顔してとんでもないこと話し合ってるよな。この二人。

　とりあえず、見つかる前に上の階に避難。別の階段使おうかなとか考えながら、なんとなく聞き耳を立ててしまう。

「おまけに、絆のその体型、髪型、仕草。あなたは完璧よ。日本人にロリコンが多いのは知ってると思うけど、あなたならたいていの男は落ちるわ」

「はい、その自信はあります。でも、淳さんに対してはそれだけでは弱いんです。なんというか、明奈よりも有利に立つようなポイントってないでしょうか？」

「見た目に関しては、もうほぼ完璧。あとは、私が前に言ったアイテムを手に入れることね」
「はい。それは今手配してます」

　アイテム？なんだそれ？

「それより、あなたには明奈にはない有利な点があることはわかってるわね？」
「えっ、どこですか？」

　すぐさまメモ帳を取り出す絆ちゃん。

「絆、あなたは轟君と一緒に暮らしているのよ。それ以上の最大の強みがあると思う？」

「それはわかってます。だけど、具体的にはどうしたら……」

「同じ家に住んでいる。それだけで、いろいろイベントは起こせるじゃない。

　たとえば、轟君がお風呂に入っているのに気づかないふりして自分も入ろうとしちゃうとか」

「ふんふん」
「朝、わざと寝坊したふりして、轟君が起こしに来るのを着替え途中で待ち構えたりとか」

「ほうほう」

「あ、ちゃんとどっちも恥じらいを見せなきゃダメよ。キャーキャー言いながら、物を投げるくらいがちょうどいいから」

「恥じらう必要ってあるんですか？別に私、淳さんが相手なら見せてもいいですよ。ちょっと恥ずかしいですけど、なんなら、そのまま最後までいってもいいですし」

「ダメね。それじゃあ焦りすぎてる。恥じらうことで、相手に滅多に見れないものを見れたっていう印象を与えるのが大事なのよ。普段から見せていたら、ここぞというときに色気が使えないからね」

「なるほど……流石ですね」

「あなたがまだまだなだけよ。でも、私が教えるからには、きっとあなたは最強になれるわ」

「はい！ついていきます、先輩！」

「先輩じゃない。師匠よ！」

「はい、師匠！」

「それじゃあ、これから萌えについての研究に行くわよ。ついてきなさい」
「はい！」

　そう言って、二人は走っていってしまった。

　なんなんだ、あのノリは……スポコンなのか？

　まあ、いいや。帰ろっと。
　こうして、今日は里美に脅かされることなく帰ることができたのだった。

共通ルート５へ
絆ルート４（七月五日）
　う～ん……明日の英語どうしよう。

　ほんっとうにわっかんないし。

　廊下を歩きながら軽く途方にくれてしまう。

　誰か教えてくんないかな……

　なんて考えていると、前方に飯塚さんと絆ちゃんとの三人で帰ろうとしている淳を発見。

　良いタイミングだぜ親友！

　やっぱここは淳に―――って、待てよ。飯塚さんと絆ちゃんの三人で勉強会やってるんだよな。それって、完全に俺って邪魔者じゃないか？

　どうすっかな……

　まあ、ダメもとで聞いてみるか。

「お～い、淳！」

「ん……あれ、真。どうした？」
「いや～、ちょっと頼みがあるんだが……いいか？」

「なんだよ、水臭いな。頼みって何なんだよ？」

「三人って、これから一緒に勉強だろ？」

　俺が聞くと、三人はほぼ同時に頷く。

「できれば俺も勉強会に混ぜてほしいんだけど、ダメか？」

「えっ、それは……」
　淳が困って隣にいる二人に目を向ける。

　すると、飯塚さんは予想通り、

「私は中根君が一緒でもかまわないよ」

　そして、絆ちゃんは、少し考えた後、
「……うん。絆もいいよ、お義兄ちゃん」

　と予想に反してＯＫが出た。

　あれ？

　絆ちゃんのことだから、淳との勉強会に俺が入るのを嫌がるかと思ってたんだけど……

「じゃあ、真。二人とも良いみたいだから、家に来いよ」

「あ、ああ。じゃあ、帰って勉強道具を持ったらすぐ行く」

　少し疑問は残るが、淳たちに勉強を教えてもらえるせっかくのチャンスだ。
　俺は、三人に「また後で」と言って別れると、勉強道具を取りに一度家に帰るのだった。
　と、いうわけでやってきました轟家。
　いや～、いつ見てもでかいよな、ここの家は。

　淳の父親って、確か大病院の院長かなんかだっけ？

　庭とかバカみたいに広いし、家も立派なお屋敷といったほうが良さ気な雰囲気だ。

　はぁ、来るたびに庶民との差を思い知らされるぜ。

　と、まあ、いつまでも家に見とれているわけにもいかず、インターホンを押す。

「あ、中根先輩じゃないですか」

　聞こえてきたのは絆ちゃんの声だ。
「今開けますから、どうぞ入ってください」

　絆ちゃんがそう言うとともに、重そうな門がゆっくりと開いていく。
　自動ドアで開いた門をくぐり、広い庭を横目に豪奢な玄関までやってくる。
　そこには絆ちゃんが普段着の姿で待っていて、

「いらっしゃい、中根先輩。早かったんですね」

「ああ、おじゃまします。絆ちゃん、淳のやつは？」

「淳さんは今、ご飯の真っ最中ですよ。先輩は食べてきたんですか？」

「適当にそこらのコンビニで買ってきたよ」

　そう言いながら、勉強道具の他に手に持っているビニール袋を持ち上げた。

「ふ～ん、まあ、いいですけど……
　それじゃあ、打ち合わせをしますよ。そのためにわざわざ、ご飯の途中で抜けてきたんですから」
「打ち合わせ？……何の？」

「バカですね。私が何の考えもなしに、先輩を勉強会に混ぜると思っているんですか？」

「いや、そりゃあ、まあ……」

　やっぱり、何か企んでいたのか。この子は……

「明奈がいつ来るかわからないんで、手短に言いますよ。いいですか？」

「あ、うん」

「今日先輩がわからないところは、全部明奈に聞いてください。というか、勉強会の間中、ずっと明奈を独占していてください」

「独占って」

「いいから！あの女と先輩がパートナー。私が淳さんとパートナーです。
　できればうまく誘導して、それぞれ別の部屋で勉強することになるのがベストです。
　そうすれば、私と淳さんとの間に何が起こっても仕方がないことでしょうし……ククククク……
　あっ、先輩も明奈のやつを押し倒しちゃっていいですからね。そりゃあもう、遠慮なんかしないで」

「いや、それはちょっと……」
「意気地なしですね」
「それは違うと思うけど」

「まあ、いいです。それで、どうですか。もちろん協力してくれますよね？」

　断っても、このまま雨の中で了承するまで何度も同じ質問をされるに決まってるよな。

「……わかったよ。絆ちゃんのご要望通りとはいかないかもしれないけど、わからないところは飯塚さんに聞くことにするよ」

　飯塚さんも、淳には及ばないもののかなりの成績だ。

　こっちとしては、教えてもらえればいいので文句はないし。
「交渉成立ですね。この間の貸しは、これでチャラにしてあげますよ」
「はいはい」

「それじゃあ、淳さんを呼んできますから、もう少し待っててください」

「はいよ」

　そう言って絆ちゃんは、家の中に消えていき、

「お義兄ちゃ～ん！中根先輩が来たよ～！」

　という元気な声が聞こえてきた。

　そして、しばらくして、

「いらっしゃい、真」

　玄関を開けて淳が現れたのだった。

　早速リビングに通された俺。
　はあ……相変わらず、広いことで……

　飾ってある壺とか、絵とか、高いんだろうな～。
　あれ一つで、俺ん家が建ったりして。

「どうしたんだよ、真。ボーっとしてないで座れよ」

「あ、ああ、そうだな」
　ソファーの上に腰を下ろし、目の前のテーブルにコンビニで買ってきた昼食を置く。
「じゃあ、俺は飯食うから。勉強はその後ででいいか？」

「ああ。俺は道具を持ってくるよ」

　淳がリビングから出て行き、俺はパンにかじりつく。
　そして、俺が食べ終わるころには淳、絆ちゃん、飯塚さんもリビングに集まり、勉強会が始まることになった。

　・
　・

　・

　早速、英語のノートを淳に借りた俺は、書いてある日本語訳と教科書の英文を照らし合わせていく。

　ふむふむ……へぇ～こんな話しやってたんだ。英語の授業って。
　ん……あれ、ここって―――

「なあ、じゅ―――うっ」

　淳に聞こうと顔を上げたところで、淳の隣で教わっている絆ちゃんが睨みつけてきて口ごもってしまう。

　さっき約束したでしょうが！と、その目が語っていた。

　ううっ、そういえばそういう約束でした。

「あ、あの、飯塚さん」

　仕方なしに、黙々とノートをまとめている飯塚さんに話しかける。

「どうしたの、中根君？」

「ちょっと英語で聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「私にわかることならいいよ」

「ええと、ここなんだけど。ｈａｒｄｌｙってｈａｒｄが一生懸命とかだからそれっぽい意味だよね。それなのに、淳の訳だと全然違うというか全く逆になってる気がするんだけど」
「ｈａｒｄｌｙの意味はほとんど～ないって意味だよ。ｈａｒｄとは全然関係ない単語なの」

「そ、そうだっだのか」

　おのれ英単語め。まぎわらしいことしやがって。

「その単語は良く出てくるから、覚えていたほうがいいよ。引っかからないようにね」
「うん、ありがとう」

　こんな風にしながら、勉強会は進んでいったのだった。

　そして、六時ごろに勉強会はお開き。
　俺のおかげで淳に教わる時間が長かったせいか、絆ちゃんは終始ご機嫌であった。

　少し、飯塚さんには悪いことをしたかなって気もするけど……
共通ルート７へ
絆ルート５（七月六日）
　よし。明日の化学に向けて、今日も淳たちの勉強会に混ぜてもらうか。

「淳」

「どうした、真？」

「今日もお前の家行っていいか？」

「ああ、いいぞ」

　そういうわけで、昨日に続いてやって来ました轟邸。

　早速インターホンを押して反応を待つこと数十秒、

「真か。今開けるよ」

　淳の声がするとともに、門が自動で開いていく。
「おじゃましま～す」
　そして俺は、轟邸の敷地内へと入った。

　早速リビングに通された俺は、勉強道具をテーブルの上に置く。
「真。今日は昼食、食ってこなかったんだろ？」

「ああ。食ってから来るなって言ってたけど、いったいなんでだよ？」

　そう。今日の帰りに、淳のやつに昼飯を食う前に来いと言われていたのだ。

「ああ。今日は絆が昼食を作るって張り切っててな」

「……へ？」

　絆ちゃんの料理？

　それって、確か……

「淳。俺、カップ焼きそばでも買ってくるわ」

　極力さわやかな笑顔を浮かべながら立ち上がる。

「待ってくれ、真！」

「だあ、離せ！離すのだ、淳！」

　立ち上がった俺の足を、必死になって掴む淳を振り切ろうとするが、がっちりと捕まえて離してくれない。
「真。一緒に絆の料理を食べてくれ。一人で食べるのは、正直つらいんだ」

「絆ちゃんはお前のために作ってるんだ。そのお前が食べないでどうする！」

「もちろん俺も食う。でも、半分くらい食ってくれ～」
「バカ野郎！かわいい女の子が自分のために作ってくれた料理。まずくても全部食うのが男ってやつだろうが！」
「真。俺と一緒に男になろう」

「知るか！俺はカップ焼きそばで我慢してやるって言ってるんだ。その栄誉はお前にくれてやる」

「遠慮するなよ」

「するわ、ボケ！」

「お義兄ちゃん。中根先輩」

『―――――！！？』

　淳とそんなやり取りをしていると、いつの間にか絆ちゃんがリビングにやってきていた。
「き、絆ちゃん……」

　俺が声をかけると、彼女はにっこりと笑って、

「心配しなくても、今日は一人分多く作っておきましたから。二人とも、おなかいっぱい食べてくださいね」

「あが～～～～～～～～ん」
　俺と淳が、そろってムンクの叫びになったのは言うまでも無い。
　ちなみに、その日のメニューは赤いチャーハン。軽く薬味に使おうと思った唐辛子を。誤ってビンごと入れた結果こうなったらしい。
　食べた瞬間、ちょっぴりコスモを感じて流星パンチぐらい打てるんじゃないかって気がしたある梅雨の日の正午であった。

　泣きながら完食しました。

　そしてそのあと、飯塚さんも到着して勉強会が始まり、昨日と同じように六時ごろに解散となったのだった。

共通ルート８へ
絆ルート６
「お～い、淳」
　早速淳をゲーセンに誘おうと声をかける。

「なんだ、真？」

「ゲーセン行こうぜ、ゲーセン」

「ゲーセンか……そうだな。久しぶりに行くか」

「よし、そうと決まれば――」

「あっ、中根君。私も一緒に行っていいかな？」

「ん、別にいいけど」
　淳を誘う以上、それはある程度予想済みのことだ。

　後は例によって絆ちゃんも―――

「お義兄ちゃん。一緒に帰ろ！」

　そう言いながら、淳に抱きつく絆ちゃん。

　噂をすればなんとやらだ。

「絆。これから真たちとゲーセンに行くから、一緒に帰るのは……」

「ゲーセン？だったら絆も行く！」

「えっ？」

「中根先輩。いいですよね？」

「ああ。淳を誘ったときから覚悟してるって」

「お義兄ちゃん。中根先輩もああ言っていることだし」
「わかったよ。じゃあ、真、この四人で行くか？それとも大貫さんも誘うか？」
「いや、いい。あいつが放心している今のうちに行こうぜ」

　里見はテストの出来がよっぽどやばいのか、違う世界に旅立っていて未だ戻ってきてない。

　出かけるなら今のうちなのだ。

　そういうわけで、淳たちと一緒に学校を出て、適当にファーストフードで食事を済ましてからゲーセンへ。

「じゃあ、何からやろうか？」
「やっぱ格ゲーとかからいくか」

　そう決めて見回すと、ちょうどゲーム台が二つ空いていた。
　早速淳と座り、コインを投入。
　対戦開始だ。

「淳君、がんばって！」

「お義兄ちゃん、ファイトー！」

　まあ、自然二人が淳の応援に回るのは当然のこと。

　しかし、わかっていても寂しいものがある。

　ううっ、一人身はつらいぜ。

「いくぞ、真！」
　ゲーム開始と同時に、淳が一気に間合いを詰めて攻撃してくる。

「甘い」

　だが、それをあっさりと防御に成功した俺は逆に間合いを詰めて、

「孤高の戦士の力、見るがいい！」

　どがばきごがぐしゃごすべぎっ

　一気に十ヒットぐらい淳の操作キャラに叩き込んで吹っ飛ばす。そして、

「おらおらおらっ」

　ががぞずがごばきごすどごかぁっ

「ふははははははは！」

　ばんばんどごずがぎぴんぴろぽーん

　Ｋ・Ｏ！
「ふっ、勝った」

「なんだよ、最後のぴんぴろぽーんって。あんな技あるなんて知らないぞ！？」

「淳、負け犬の遠吠えは見苦しいぞ」

「くそっ」
　ああ、あの淳に勝てるなんてなんて優越感。

　日ごろ味わえない分、こういうところで存分に味わっておかないとな。

「それじゃあ、次は明奈と絆がやる？」

「う～ん、私は遠慮しておくよ。動き速くて、ついていけそうにないし」

「絆は？」

　淳が聞くと、絆ちゃんはふるふると首を振った。

「う～ん、女の子二人がやらないんじゃあ、ゲーム変えるか」

「そうだな。でも、対戦するゲームだと基本的に真には勝てないからな。真はゲームに関してだけは天才だし」

　ぐさっ
　淳の言葉が深く胸に突き刺さった。
　だ、だけって言うことないじゃん。負けた腹いせかよ。
「じゃあ、どんなゲームがいいかな？」
「う～ん……協力するやつのほうがいいよな」

「あ、それなら」

　俺と淳が悩んでいると、絆ちゃんが何か思いついたらしい。

「あれなんてどう？お義兄ちゃん」

　絆ちゃんが指したのは、ネットを通じて全国のプレーヤーと対戦できるとかいうクイズゲームだ。

「あれを絆たち四人でやれば、相当いいとこまで行くと思うよ」

「確かに」
　なんせこちらには淳がいるんだ。模試とかで一桁台の成績を取るやつなんだから、勉学関係のことは全部任せても大丈夫だろう。
「じゃあ、やってみる？」
　俺が聞くと、全員がうなずいたので早速やってみることにする。

　担当は、俺と絆ちゃんが雑学で、淳と飯塚さんが勉学だ。

　適当にキャラを選んでと……
　ところで、このキャラを選ぶ意味があるのかどうかを疑問に思ってるのって俺だけなのだろうか？

　まあ、何はともかくゲーム開始。
　淳と飯塚さんが同じ答えを選ぼうとして、手が触れ合ってお互い真っ赤になったり、それを見た絆ちゃんが本性出して暴れかけるのを俺が抑えたりしながら、順調？に進んでいき、結構あっさりと優勝してしまった。

「……勝ってるし」

「やったー！お義兄ちゃん！」

「おわっ」

　ここぞとばかりに淳に抱きつく絆ちゃん。それに対して、反対側の飯塚さんはすこし複雑そうな顔をして、

「優勝しちゃったけど、これって普通一人でやるものだよね」

「うん。そうだけど」

「じゃあ、私たちって卑怯じゃないかな？」

「ははは。飯塚さん、ゲームなんだからそこまで気にしなくていいって」

「そうだよ。真の言う通り、明奈は気にしすぎだよ」

「でも」

「大丈夫なんだって。今相手にしてたのは、全員ＣＰＵだし誰にも迷惑かけてないんだから」
「……そっか。そうだね」
　飯塚さんも納得してくれたようだ。本当に几帳面なんだから。

「じゃあ、次はなにすっか？」

「フォトクラ撮ろうよ、フォトクラ！」

「ああ、あの写真がシールになるやつね」

　絆ちゃんに連れられて、その機械の内部に入る。
　実は俺、フォトクラって初体験だったりするんだよね。

　へ～、こんな風になってるんだ。
　珍しがってきょろきょろ見回す俺に対し、他の三人は慣れているらしくどんどん操作を続けている。
「何きょろきょろしてんだよ。真」

「ああ、いや、俺これ撮るの初めてでさ」
「そうなのか？」

「ああ。お前と違って一緒に撮るような人間いないからな」

「大貫さんは？」
「やめてくれ。マジで」

　あいつと二人でこんなもん撮ったら、あのバカのことだから量産して家中どころか学校中に張りかねない。

「二人とも、もう撮るみたいだけど準備はいい？」
「ん、ああ」

　飯塚さんに言われ、画面に目を向ける。しかし、

「おい、真。そんな隅っこにいたら写らないぞ」

　と言って、淳に引っ張られ、

「お義兄ちゃ～～～ん！」
　それと同時に、シャッターチャンスを狙って淳に絆ちゃんが抱きつこうとして、
「へっ？」

「えっ？」

　淳に引っ張られた俺と、淳に抱きつこうとした絆ちゃん。双方、避けることもままならず―――

　ごちん！
「うげっ！？」
「ふぎゃっ！？」

　パシャッ
　見事におでことおでこがごっつんこ。
　ああ、星が、星が見えるよ、母さん。

「いたい、いった～い！」

　絆ちゃんも涙声でうずくまる。たぶんマジ泣きだ。

「―――つっ！」

　額に触れてみると、かなり膨らんでいて相当激しい衝突をしたことが伺える。

「ごめん、真、絆。なんか俺が悪いっぽいんだけど、大丈夫か？」

「俺はなんとか。ちょっと頭がくらくらするけど」

　軽く頭を振って意識をはっきりさせる。

　よし、すこし痛いけど問題ないだろ。

　この程度で騒いでたら、里美の幼馴染なんてやれないしな。

　ああ、痛みに慣れてしまった自分が悲しい。

「それより、絆ちゃんは大丈夫か？」

「いたい～、いたいよ、お義兄ちゃん」

「絆、ちょっと見せてごらん」

　淳が絆ちゃんの手をどけておでこを観察する。

「うわ～、すごいたんこぶになってる」

「あうぅ……」
「絆、立てるか？」
　淳の問いにふるふると首を振る。

　涙目でその仕草は妙にそそるよなって、俺は変態親父か！

「ほら、絆」

　淳が絆ちゃんの手を取って引き起こし、彼女の腰に手を回して自分の身体で支える。

「俺が支えてやるから、これなら歩けるだろ」

「う、うん」

　絆ちゃん、赤くなりながら俺だけに見えるように小さくピース。

　あんた、立派だよ。

「どうする、絆ちゃん。なんだったらもう一回撮りなおそうか？」
「いい。こんなおでこでお義兄ちゃんと一緒に写りたくない」
　気を利かせて飯塚さんが申し出るが、絆ちゃんは断った。

　まあ、あのおでこじゃしょうがないか。

「真。絆がこんな状態だし、俺たちは帰るよ。打った場所が場所だし、安静にしてるほうがいいだろうし」

「そうだな。じゃあ、今日はお開きってことで」

「真も安静にしてなきゃダメだぞ。なんなら、うちの病院に来たって」

「いいって、そこまでしなくても。それじゃあな」

「ああ、待って。中根君」

「ん？」

　行こうとしたところで飯塚さんに呼び止められる。

「はい、これ」

　そして、手渡されるフォトクラ。

「これが中根君の分。あんなことになっちゃったけど、せっかく撮ったんだから一応渡しておくね」

「ん、ありがとう」

　それを見ると、ちょうど俺と絆ちゃんが衝突している決定的瞬間が写っていた。

　そのあと淳たちと別れた俺は、まっすぐに家に帰ったのだった。

絆ルート８（七月八日）
　今日は金曜日。
　ってことは、姉さんが帰ってくるのが遅い日だ。

　なんか、お惣菜買ってこなきゃ。

「あの、淳君」

　そう思って立ち上がったとき、硬い表情のまま淳に話しかけている飯塚さんを目撃した。

　そういえば、絆ちゃんのせいで変な誤解してたんだっけ。あの子……

「どうした、明奈？一緒に帰ろうか？」

「あ、うん。って、そうじゃなくて、その、朝のことなんだけど……」

「朝？」
　淳のやつ、首をかしげてやがる。

　本当に自覚ないのか？

「ほら、絆ちゃんと一緒に――」
「おっにいちゃ～～～～ん！」

　しかし、そこで絆ちゃんが教室のドアを勢いよく開けて登場し、淳に抱きつく。

「き、絆。いつものことだけど、危ないって」

「大丈夫だよ。お義兄ちゃんは絶対絆のこと受け止めてくれるもん」

「まったく」

　とか言いながら、まんざらでもなさそうな顔の淳。

「あ、あの、絆ちゃん」

「あれ、明奈お姉ちゃんいたんだ？」

　絆ちゃんは飯塚さんにこれ見よがしに淳に顔を摺り寄せる。
「お義兄ちゃん。昨日はありがとうね」

「ん、ああ」

「お義兄ちゃんすごく優しくて、ずっと手を握っててくれたもんね。絆、最初は怖かったけど、そのおかげでだんだん気持ちよくなってたんだよ」

　絆ちゃんが顔を赤くしながらそんなことを言う。

　確かにうそは言っていない。言ってないけど、思いっきり誤解されそうな言い方だ。

　おそらく、事情を知っている俺と淳と絆ちゃん以外は全員誤解しているんじゃないだろうか？

「え……？」
　案の定、飯塚さんのほうは完全に固まって――

「絆、あんなに幸せだったの初めて」
「ははは、大げさだな」

　飯塚さんの様子に気づかず、そう返す淳。

　相変わらず鈍いやつ。

「あ、そ、そうだったんだ。はは、なんだ、それならそうと言ってくれればいいのに。ははは」
　飯塚さんは、かなり引きつった笑顔でそこまで言うと、
「お、お幸せに！」

　そう言っていきなり駆け出す。が――

「きゃあ！？」

　がっ　どがらしゃあ
　机の脚につまずいて思いっきりこける。

「あ、あはは……バイバイ」

　すぐさま起き上がって、また駆け出して、
「はうっ！？」

　べちっ

　今度は教室のドアを開けるのを忘れて顔面から突っ込んだ。

「ううぅ……じゃあね」
　そして、今度こそ涙声でそう言うと、彼女は教室から出て行ったのだった。

　ありゃあ、相当動揺してたな。あんな飯塚さん、見るの初めてだ。

「明奈？どうしたんだ、あいつ」

　ここにきて、未だに自分の状況に気づかない淳。鈍感もここまで来ると才能だよな。

「お～い、真。明奈がどうしたか、わかるか？」
「淳。お前、かんっぺきに誤解されてるぞ」
「誤解？なんについてだよ」

「それはな――」

「しーしー」

　そこまで言ったところで、絆ちゃんが黙っとけサインを出してきた。

　まあ、これぐらいは俺が教えなくても淳が自分で気づかなきゃダメか。

「淳。それについては、他の連中との会話から自分で判断してくれ」

「え？え？」

　淳のやつはまったくわかってない様子。

　これだから飯塚さんも絆ちゃんも苦労するんだよ。

「じゃあな。俺は用あるし、帰るよ」

「ま、待ってくれよ、真！それってどういう――」

「おい、轟！とうとう飯塚さんをあきらめて、絆ちゃんを選んだんだな。よくやった、俺はお前を信じていたぞ」

「へ？」
「轟君！どうして私以外の女の子と、そんなことしちゃうの！？」

「だから、そんなことって何？」

「この、バカ野郎！絆ちゃんは、絆ちゃんは……俺が義妹にしようと思っていたのに！！」

「うわわわっ！？」

　暴徒と化したクラスの連中に呑まれ、淳の慌てふためく様子が、妙に哀れである。
　そして、元凶の絆ちゃんは、淳に引っ付いたまま周りに最高の笑顔を振りまいていた。

「じゃ～な、淳。達者でな」
「真、本気で帰る気なのか！？」

「ああ。がんばれよ～」

　そう言い残し、教室から出て後ろ手でドアを閉める。

「し～～～～～～～～～～～～～～～～ん！！」

　なんか俺を呼ぶ悲痛な声が聞こえてくるが、俺が今考えなければならないのは夕飯のおかずである。

　さて、何買って帰ろうかな。

　余談だが、この後、淳が飯塚さんを含めたみんなの誤解を解くのに夜遅くまでかかったという。

　共通ルート１０へ
絆ルート８（七月九日）
「淳。ほんっとうにありがとうな。勉強会に混ぜてくれて」
「あはは。気にすんなって。それに、お前に教えてたのはほとんど明奈だろ。俺にお礼を言うのはおかしいじゃないか」

　確かにそうだな。

「飯塚さん、ありがとう。おかげで万年補習の化学から抜け出せたよ」

「どういたしまして。中根君もやればできるってことだね」

「はっはっは。一人じゃやる気でなかったって」

「お義兄ちゃ～ん」

　そこへ絆ちゃんがやってきて、いつものように淳に張り付いた。

「なんの話してるの、お義兄ちゃん？」
「ああ、それは――」

「フッフッフ……聞いてくれ、絆ちゃん。なんと、俺が化学で６３点を取ったんだ！」

「へぇ、良かったですね。ところで、お義兄ちゃん」

　さ、さらりと流されてる……

　なんか胸を張って固まってる俺って、もしかしてバカ？

「帰りどこかに寄っていこ♪」
「そうだな。明奈はいいか？」

「うん。いいよ」

「真はどうする。お前も行くか？」
「いいのか？ならご一緒させてもらうけど」

「決まりな。それじゃあ、どこ行こうか？」

「はいはーい！絆、いいお店知ってるよ」

「それじゃあ、絆。任せるよ」

「うん、任せて！」

　そうして、今日一日は絆ちゃんに連れられて時間を過ごしたのだった。
絆ルート９（七月十二日）
　とりあえず教室を出、昇降口に向かう。

　ドドドドドドド…

　すると、後ろからもの凄い大重量な足音が聞こえてきた。

「はぁ……」

「しんちゃん。一緒に帰ろ♪」

　振り返ると、予想通り満面の笑みで立っている里美。

「悪いけど、パス。誰か他のやつと帰れ」
「そんな！しんちゃん、最近私と一緒に帰ってくれないじゃない。だから、たまには――」

「いいえ！中根先輩は今日、絆と一緒に帰るんです！」
「――――絆ちゃん！？」

　気づくと、俺の背後にいきなり絆ちゃんが出現していた。

　ちなみに、周りには帰っている生徒がいるので猫かぶりモードだ。

　いったいいつの間に？
「絆、それってどういうこと？私にケンカ売ってるのかしら？」

「そういうつもりはないです。ただちょっと借りていくだけですから。すぐ返しま～～～～～～す」

　いきなり俺の手を取ると、絆ちゃんはものすごい勢いで走り出した。

　あまりに突然だったために、里美ですら固まっている。

「き、絆ちゃん！？」

「着いたら説明しますから、黙っててください」

　……どうやら、俺に拒否権はないらしい。

　素直に従うしかなさそうだ。

　そうして絆ちゃんに連れてこられたのは、旧校舎付近にある人気のない場所だ。
「それじゃあ、そこら辺の茂みに隠れますよ」

「隠れるって？」

「いいから。早くしてください」

「あ、うん」

　言われるまま絆ちゃんと俺が隠れそうなほど良い感じの茂みに身を潜める。

「そろそろわけを話してくれない？」

　なぜか、自然に声までひそひそ声になっている。
「こんな場所に連れてきて、どうする気？」

「ああ、あのラブレターですよ」

「ラブレターって、昼の？」
「はい。あれに指定されてた場所がここなんです」

「絆ちゃん。淳のことなら心配いらないって。あいつがＯＫするわけ――」
「それはわかってます」

「わかってるなら、どうしてこんな覗きなんてするんだい？」
　正直、あまり良い趣味とは言えないことだ。

　個人的には速やかに退散し、里美に見つからないうちに下校したいんだが……

「中根先輩はわかってません」

「わかってない？何が？」

「もし相手の女が、振られたからって強硬手段に出たらどうするんですか？」

「強硬手段って……」

「もしいきなり淳さんを押し倒して、服とか脱ぎだしたら先輩が責任取ってくれるんですか！？」
「いや、責任って。そもそも、そんなこと――」

「ないと言い切れるんですか！」

「……可能性は、限りなく０に近いと思うんだけど」

「１％でも可能性があるなら、それに備えなきゃいけないんです！
　―――って、ほら、来ました！」
　絆ちゃんが言うとおり、女の子が一人落ち着かないそぶりでやってきた。

　あの子は確かに、昼間俺に手紙を渡した子だ。

「いいですか。先輩に来てもらったのは、あの女が暴走し始めたら、私一人で押さえられるか自信がなかったからです」
「そんな必要ないと思うけど……」

　ただ彼女が来てしまった以上、帰るわけにもいかなくなった。

　帰りたいのが本心だが、下手に動けば見つかってしまう。
　はぁ、こういうの良くないと思うんだけどな。

「淳さんが来ました」

　絆ちゃんの言うとおり、淳もやってきたらしい。

「えっと、君なのかな。あの手紙をくれたの」

「……はい」

　淳が女の子にそう聞くと、彼女は顔を真っ赤にしてうなずいた。

「それで、こんなところで話って何かな？」

「……私、井上美樹っていうんですけど」
「うん」

　淳のやつ。あの顔じゃ、絶対気づいてないな。

　今までに何回もこういうことあったんだから、いい加減呼び出された時点で話の内容に気づけよ。

「フーフー」

　やけに鼻息が荒いので隣を見ると、絆ちゃんの目が親の仇を見るような目になっていた。

　その姿を見た瞬間、俺は悟った。

　俺がここにいる理由。それは、あの井上っていう子ではなく絆ちゃんの暴走を防ぐためではないだろうか？

「私……私……」

　女の子が勇気を出して告白し、緊張感に包まれていく。

「うーうー」
　それと同時に絆ちゃんがうなりだし、こっちはこっちで緊張感が高まっていく。

　やがて、女の子が覚悟を決めたように淳を見据えた。

　俺も、覚悟を決めて絆ちゃんを取り押さえる態勢に入った。
「私、轟君が好きです！」

「―――――！！？」

「私と付き合ってください！」
「絆ちゃんストーップ！」
　飛び出そうとする絆ちゃんの口を手で押さえて言葉を封じ、残った手と足を使って羽交い絞めにする。

「んーんーんー！！」

「落ち着け、絆ちゃん！淳なら大丈夫だから」
　淳のほうは、少し面食らったあと、女の子の方に向き直って、
「ごめん」

　とだけ言った。

　その一言で、絆ちゃんが多少冷静になってくれた。

　暴れるのを止め、成り行きを見守る。

「俺、井上さんのこと良く知らないから」

「それなら、これから私のこと知ってください！」

「……ごめん。それでも、友達以上にはなれないよ」

「どうしてですか？」

「他に……好きな子がいるんだ」

『―――――！！？』

　淳のその言葉に、井上さんだけでなく絆ちゃんまで硬直した。
「だから、ごめん」
「………………ううっ」

　泣きながら去っていく井上さん。
　それを見送った後、しばらくして淳も立ち去っていった。

「んーんーんー！」

　そこで、ようやく絆ちゃんの口をまだふさいでいることに気づいて、あわてて離す。

「ごめんごめん」
「もう。いつまでくっついているんですか？」

「ごめんなさい」

　絆ちゃんから離れ、正面同士で向き合う。

「それにしても、先輩」

「ん？」

「淳さんが言ってた、好きな人って誰なんでしょうね」

「……それは」

「やっぱり私かなぁ。淳さんも、きっと私のこと――」
　うっとりとした表情で妄想を始める絆ちゃん。

「ははは、そうだといいね」

　俺はそんな絆ちゃんに、そう言うことしかできなかった。

　だって、俺はなんとなく気づいていたから。

　淳が好きなのは―――

「しんちゃ～～～～～ん！」
　そこへ、いきなり聞こえてくる俺を呼ぶ声。

　どうやら里美が捜しにきたらしい。

　見つかる前に、帰らなきゃ。
「それじゃあ、絆ちゃん。俺、帰るから」

「……ああ、淳さん」

　未だ妄想に浸っている絆ちゃんにそう言い残して、俺は走り出す。

「あっ、しんちゃん。みっけ！」

「げっ、見つかった！」

　結局、俺と里美は追いかけっこをしながら帰るはめになったのだった。

共通ルート１４へ

絆ルート１０（七月十四日）
　今日は里美は日直だ。そのせいで職員室に日誌を返しに行っている。

　つまり、今のうちに帰ればあいつと一緒に帰らないですむ！

　外は雨だが問題ない。姉さんのおかげでかばんの中に傘は装備されている。

　そう思って下の階へ駆け降りると、見覚えのあるツインテールの髪の女の子に出くわした。

「あ、絆ちゃん」

「なんだ中根先輩か」

「いや、なんだってひどくない？」

「そんなことより、淳さんは傘持ってましたか？」

「そんなことって……」
　絆ちゃんの言葉に少しショックを受ける。

　結構繊細なんだぞ、俺。

「中根先輩。どうなんですか？」

「ん、え～と、確か持ってたと思うぞ」

　俺が答えると、彼女はにやりと笑って、

「ふふふ、計画通りだわ」

「計画？」
「ええ。私は今日、傘を持ってきてないんです」

「それってわざと？」

「はい」

「どうしてそんなこと」

「そんなの決まってるじゃないですか。淳さんに頼めば夢のアイアイ傘が……

　雨の中、一つの傘で寄り添って歩く二人。肩が触れ合ったり、身近で見るお互いの姿にどきどきしたり……そして、そのまま―――きゃあ～～～～いける、いけるわ！」
「………………」

　絆ちゃんは妄想で身体をくねらせ、最後にはガッツポーズをしだした。

　なかなか忙しい子である。

「そうと決まれば中根先輩なんかにかまってられません」

「なんかって……もういいけどさ」

「それじゃあ、中根先輩。また今――」

「あれ、真に絆じゃないか。なにやってるんだ、こんなとこで？」

　そう言いながら階段から降りてきたのは淳だ。隣には飯塚さんもいる。

「あ、お義兄ちゃん」
　そして、それを確認した瞬間の絆ちゃんの変わり身も早いこと早いこと。
　いつ見ても感心してしまう。
「あのね、お義兄ちゃん。お願いがあるんだけど」

　上目使いのうるうるした目で淳を見る絆ちゃん。この仕草がここまで似合う子も珍しいと思う。

　……里美がやったらたぶん吐くし。

「どうしたんだ、絆」

「絆、傘を忘れちゃったの。だから、お義兄ちゃんの傘に入れてほしいんだけど」

「え、えと、それは……」
　それを聞いて、なぜか表情をこわばらせる淳。

　絆ちゃんの頼みはたいていのことを聞いてあげている淳にしては珍しいことだ。

　淳は、隣にいる飯塚さんの方をちらちらと見て――

　ああ、なるほど。

　俺はそれで淳が何を困っているかを理解した。

「飯塚さん。もしかして、傘忘れた？」
「え、あ、うん」

「―――なっ！」

「やっぱり」
　つまり淳は、先に飯塚さんを傘に入れる約束をしちまったって事か。
　そのことに絆ちゃんも気づいたのであろう。握り締めたこぶしをわなわなと震わせている。しかし、表情が猫をかぶったままなのは流石としか言いようがないが。
「困ったな。俺の傘に三人なんて入らないし」
「淳君。私はいいから、絆ちゃんを入れてあげなよ」

「え、でも」

「元は私がうっかりしてたのがいけないんだもの」

「明奈お姉ちゃん。本当にいいの？」
「ええ」

「ごめんなさい。ありがとう」

　絆ちゃん、そう言いながらも内心でほくそえんでいるのが手に取るようにわかるんだが……

　まあ、それは言っちゃいけないことだろう。

「お義兄ちゃん。明奈さんもああ言っていることだし――」

「いや、やっぱりダメだ。俺は走って帰るから、二人が俺の傘を使ってくれよ」

「そんな、淳君は傘を忘れてないのに」

「そうだよ。お義兄ちゃんが濡れて帰ることないよ」

「いいんだって。女の子をびしょびしょにして帰らせるわけにはいかないだろ」

「淳君……」

「お義兄ちゃん……」

　ああ、なんか淳の言葉に二人が感動してる。

　俺ってば、完全に蚊帳の外じゃん。

「それじゃあ、これ使ってくれ」

「ダメだよ。やっぱり淳君が傘を使わなきゃ」
「でも」

「お義兄ちゃんの身体は一人のものじゃないんだから、風邪でも引いたらどうするの」

「しかしだな……」

　あ～でもない、こ～でもないともめはじめる三人。

　俺は、そんな三人を見て小さくため息をついて、

「あのさ……淳あたりが俺の傘に入って―――うっ」

　そこまで言って、俺は口ごもった。

　なんせ絆ちゃんが、ものすごい目で訴えかけてくのだ。

　明奈を入れろ明奈を入れろ明奈を入れろ明奈を入れろ。

　読唇術を習得していないのに、なぜか彼女の口の動きがわかってしまう。
　だがしかし、俺が飯塚さんとアイアイ傘で帰ろうものなら、飯塚明奈ファンクラブ（本人非公認）の連中に殺されかねん。

　淳が生きているのは、女子の約全員がそれをかばうからだ。

　しかし、俺がそんなことをしようものなら、かばってくれる人など当然いない。

　待つのは、死あるのみ。

　いやじゃああああああああああああああああああ！！

「真、いいのか？お前の傘に入れてもらっても」

「あ、ああ……」

「それじゃあ、真の傘には俺が入れてもらうとしてと。明奈と絆は俺の傘ででいいか？」
「うん。わかった」

「……わかった」

　淳に言われ、しぶしぶながら了承する絆ちゃん。

　助かった……

「それじゃあ、帰るか」

「うん」

　このあと、俺は淳の家にお邪魔してから自分の家へと帰ったのだった。

共通ルート１６へ

絆ルート１１（七月十五日）

　今日の夕飯の当番は俺だ。

　ってことで、適当なお惣菜を買いに商店街にやってきた。すると、そこで珍しく一人でいる絆ちゃんを発見した。両手にはスーパーの袋に食材が詰まっている。
「絆ちゃん」
「あっ、中根先輩。ちょうどいいところに」

「絆ちゃん一人で買い物？今日は淳と一緒じゃないんだ」

「淳さんなら明奈と一緒に帰りましたよ」

「それをほっとくなんて、絆ちゃんらしくないじゃんか」

「大丈夫ですよ。大貫先輩に頼んで、二人についていってもらいましたから、もしもなんてことは絶対にありません」
「……なるほど」

　今日は里美から簡単に逃げられたのには、そんな理由があったわけか。

「それにしても、どうしてそんなことを。淳に言えば買い物ぐらい手伝ってくれるだろ？」

「まあ、そうなんですけど、隠れてちょっと新しい料理の練習をしたくてですね」

　絆ちゃんの料理と聞いて、ちょっとびくっと身をすくませる。

　なんていったって、彼女の料理にはあまりいい思い出がない。

「ところで先輩。今日これから暇ですか？」

「うっ、なんか嫌な予感がするんだけど……」
「暇ですか？」
「暇じゃない暇じゃない」

「嘘ばっかり。本当は暇なんでしょう？」

「嘘じゃないって！今日は姉さんの帰りが遅いから、俺が飯を用意しなきゃなんないの！」

「本当ですか？」

「本当だよ！」

　俺がそう答えると、絆ちゃんはにっこりと笑って、

「それはちょうど良かった。今日は私がご飯を作ってあげますよ」

「…………は？」

　絆ちゃんの一言に、俺の思考が一瞬停止した。

「それじゃあ、早速先輩の家に行きましょう」

「……なんだってぇぇええぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！？」

「うるさいですね。商店街の真ん中で叫ばないでください。変な目で見られますよ」

「いや、だって、絆ちゃん。今なんて言った？」

「商店街の真ん中で叫んだら、変な目で見られますよ」

「いや、それじゃなくて」

「うるさいですね？」
「それの前！」

「早速先輩の家に行きましょう？」

「そう！なんで家に来るの！？」

「だから言ったじゃないですか。私が夕食を作ってあげるって」
「だからなんで？」

「その前に言ったでしょ。新作料理の練習がしたいって。ですから、中根先輩にはその毒味……じゃなくて、味見をしてもらいたいんですよ」

「今毒味って言わなかった？」

「気のせいです」

　俺の疑問は一言のもとで斬り捨てられた。

「じゃあ、行きましょう」

「ちょっと待ってよ！どうして俺の家なんだよ！」

「まったくさっきからどうしてだの、なんでだのうるさいですね。いつもキッチンを貸してくれる友達が、今日は男と外食するからダメだって言うんですもん。しかも急にですよ。こっちはもう材料買っちゃったって言うのに」
「だからってなんで俺の家？自分の家でやればいいじゃん」

「淳さんには私が料理できることは隠してあるんだから、そんなことできるわけないじゃないですか。いいですか、もう行きますからね」

「って、絆ちゃん！引っ張んないでしょ」

「引っ張られたくなければ、自分で歩いてください」

「わかった。わかったから」

　結局俺のほうが折れて、彼女を自宅まで案内することになったのだった。

「ただいま～」

「おじゃましま～す」

　というわけで、俺の家にやってきた俺と絆ちゃん。

「それじゃ、早速キッチン貸してもらいますね」
「はいはい」

　ご機嫌な絆ちゃんに対し、ちょっとブルー入ってる俺。荷物持ちまでさせられた挙句、いったい何を食わされるんだか……
「先輩と先輩のお姉さんと私の分の三人前で良いんですよね？」

「うん」
「それじゃあ、先輩はどっかでくつろいでてください。できたら教えますから」

「はいはい」

　絆ちゃんはそう言い残してキッチンに消えたので、俺は仕方なしにリビングでテレビをつけた。

「はぁ……なんで俺って、こんな疲れる人生送ってるんだろ」

　テレビのお天気キャスターが台風接近がどうのこうの騒いでいる中、俺の意識はどんどん闇の中に落ちていったのだった。

　・

　・

　・

「……ん……ねえ、お……」
　うっすらと声が聞こえる。次いで、軽く身体を揺すられる感覚。

「真……起きなさい。真哉…」

「ふぇ……？」

　身体を優しく揺すられて、俺の意識は覚醒した。

「起きた、真哉？」

「姉さん？あれ、俺どうしてこんなところで寝て……」

「それなんだけど、はい、これ」

　そう言って姉さんが渡してきたのは、メモ書きだ。

　先輩へ。
　大貫先輩から連絡があって、明奈がいつまでも家に居座っているようなので大事を取って今日は帰ります。
　なんか幸せそうな顔で寝てるんで、起こすのも悪いので起こしませんでした。
　あっ、でも料理は完成しているので安心してください。

　ミートソースのスパゲッティにサラダ。そして、私が初挑戦したビシソワーズです。

　ビシソワーズは冷たいスープなので、暖めないでください。

　では、感想は後日に……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　絆

　……そっか、絆ちゃんがうちに来て、夕食作ってくれたんだっけ。
「ねえ、真哉。この絆ちゃんってどんな子？」
「淳の妹だよ」

「そうじゃなくて、ご飯を作りに来てくれるなんて、真哉にとってどうなの？」
「どうって、ただの後輩だよ」
「へぇ」

　なんか姉さんが含みのある笑顔でこっちを見てくる。

　まったく、本当にそんなんじゃないのに。

「さあ、それじゃあ真哉の後輩が作ってくれたご飯でも食べますか」
「うん。そだね」

　というわけで、俺と姉さんは食卓についたのだった。

　ちなみに、絆ちゃんの料理はびっくりするほどうまかった。

　淳相手にのみわざと失敗するってのは、どうやら本当だったらしい。
　今度、お礼を言わなきゃな。

共通ルート１７へ

絆ルート１２（七月十六日）

　二時間目も無事終わった。帰るまであと一時間。
　なんとか寝るのを我慢しないと……次の化学で寝たら何されるかわかったもんじゃないし。

「おい、真」

「ほぇ？」

　そんなことを思いながら大きく伸びをしていたら、クラスメイトの森が声をかけてきた。

「ん、なんだ？」

「轟の義妹がお前を呼んでるぞ」
「絆ちゃんが？」

　教室の入り口を見ると、小柄な少女がこっちに向かって手を振っていた。確かに絆ちゃんだ。

　でも、珍しいな。絆ちゃんが休み時間に、淳じゃなくて俺を呼び出すなんて。

　まあ、いいや。とりあえず、会って用件を聞こう。

　というわけで廊下に出ると、早速絆ちゃんに捕まえられた。そしてそのまま、人気のない廊下の隅っこのほうまで引っ張られる。
「先輩」

「どうしたの？休み時間にわざわざ呼び出すなんて」

「昨日の料理の感想を聞きに来ただけですよ。ほら、淳さんのそばじゃそんなこと聞けませんし」

「ああ、そういうことね」

「それで、どうでした？」

「うまかったよ。まさか本当においしいものができるとは」

「……私が料理できるって信じてなかったんですか？」

「ははは。正直、あんまりね」

「ひどいなぁ、もう」

「ごめんごめん。それで、用件はそれだけかい？」

「ええ、まあ。
　フフフ、台風の間は淳さんは家にずっといるでしょうからね。これでいっぱい食べさせてあげられますよ。

　そうと決まれば、今日のうちに買い物行かなくっちゃ！」

「買い物って、今日めちゃくちゃ風強いけど大丈夫なの？」

「何がです？」

「絆ちゃん、軽そうだからさ。飛ばされたりしないのかなって」

「それなら大丈夫ですよ。淳さんにぎゅぅっとしがみついていればいいんですから」
「なるほどね。絆ちゃんにとってはこの風も、利用できるってわけか」

「そんなの当たり前です。利用できるものは何でも利用する。そうでもしなくちゃ淳さんを手に入れることはできませんからね。

　いいですか、恋は戦争なんですよ。どんなことをしてでも勝つ。勝たなければ意味がないんです」

「そ、そう……」

「わかればいいです。さて、今日の帰りに淳さんと買い物に行くとしてと。中根先輩、それじゃあ、お手数かけました」
「ううん。あっ、遅れたけど、昨日はありがとうね。本当にうまかったよ」

「どういたしまして。機会があれば、また練習しに行ってあげますよ」

「うん。それじゃあ、がんばってね」

「はい」
　そうして、絆ちゃんは自分のクラスへとダッシュで戻っていった。

　本当に元気な子だよな。絆ちゃんって。
　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン

「って、チャイム。やべ、早く戻らなきゃ」
　こうして、俺もダッシュで教室まで戻ることにしたのだった。

絆ルート１３（七月十八日）
　う～ん、なんにも予定ないな。

　かといって、昨日に引き続いて家でごろごろしてるってのもなんだし―――
　♪♪～

　なんて思ってたら、いきなりメールが届いた。誰かと思えば淳からである。

　ええと、なになに……

『真。今日暇なら、どこか遊びに行かないか？』

　予定がなかった俺には願ったり叶ったりである。さっそくＯＫと返事をする。

『それじゃあ、三十分後に駅前でいいか？』

『ん。了解』

　こうして、今日の予定は決まった。

　まあ、具体的なことは何も決まってないけど、そんなのあとで考えればいいし。

「それじゃあ、いってきま～す」

　というわけで、俺は駅に向けて家を出たのだった。

　待ち合わせの駅前に着くと、すでに淳は来ていたらしい。俺の姿を見つけると、軽く手を上げて挨拶してきた。

「やあ、真。悪いな、急に呼び出したりして」
「いいって、俺も暇だったし」

　そう答えながら、俺は軽く辺りを見回す。

　いつもなら淳と一緒にいるはずの二人の女の子の姿が今日はなかった。

「珍しいな。淳一人なんて」

「まあね」

「絆ちゃんとか飯塚さんは？」

「明奈は、別の友達と遊びに行ってるんだ」
「絆ちゃんは？」

「……実は俺、絆に追い出されたからここにいるんだ？」
「……は？」

　絆ちゃんに追い出されただって？淳が？

「そんなバカな」

　俺はその可能性を一笑にして切り捨てた。

「絆ちゃんがお前を追い出すわけないだろ」

「本当なんだって。しばらく外出しててって、家から追い出されて。俺、何かまずいこと言ったのかなぁ？」

　本気で首をかしげている淳。どうやら本当の話らしい。

　あの絆ちゃんがそんなことをするなんてな。まさか、また何か企んでるとか？

「そういうわけだから、真。しばらく俺に付き合ってくれ。それで、できれば一緒に家まで来てほしいんだ」

「お前の家に？なんで俺が？」
「だってお前、絆と仲が良いだろ」

「……は？」

　俺と絆ちゃんの仲が良いって、どこをどう取ったらそうなるんだ？

「違うのか？二人で結構話してるじゃないか」

「あ、いや、あれはだな……なんでもない」

「？」

　淳は不思議そうな顔をしているが、言えるわけがない。

　絆ちゃんとしている話の全てが、淳を落とすため関連だなんて。

「わかったよ。それじゃあ、あとでな」
「ごめん。頼むよ」

「まあ、それはいいとして。淳の家に行く前にどうやって時間潰す？」
「ん～ゲーセンでも行く？」

「そうだな。それじゃあ、負けたほうがジュース奢りな」

「なっ、俺からふんだくるつもりなのか？」

「こうでもしないと、淳が弱くて相手にならないからな」

「……わかった。絶対にあっと言わせてやる」

「おう。期待しないでおくよ」

　淳を挑発しつつ、ゲーセンへと向かうことにする。

　フッ、淳よ。この程度の挑発に乗るとはお前もまだまだだな。まあ、こういうところで負けるのも人生経験になると思って、俺のストレス発散に付き合ってくれや。

　・

　・

　・

「いや～、サンキューな。奢ってもらっちゃって」

「あ～あ、本当にゲームうまいよね、真は」

　俺の手には、淳から奢ってもらった炭酸飲料。隣にいる淳はスポーツ飲料を持っている。

　賭けの結果は言うまでもなく俺の圧勝。普段勝てない淳に勝てるというのは、非常に快感である。

　そんなわけで、現在俺は上機嫌。
　今なら空だって飛べるね、俺は。

　まあ、それはともかく、当初の予定通り、程よく時間を潰せたので轟邸に向かうことになったのだ。

「それで、淳。絆ちゃん、怒ってたのか？」

「う～ん、本当にいきなりだったんだ。宅配便が絆宛に朝届いたんだけど、そうしたら、いきなり俺にしばらく外に行っててって」
「宅配便？」

「うん。俺が何届いたんだって聞いたら、そうなったんだよ」

「単純に考えればその宅配便が原因って訳か。よっぽど見られたくないものでも通販かなんかで買ったんじゃないか？」

「う～ん……いったいなんなんだろう？」

「さあな……」　

　淳とそんなことを考えながら歩いていると、淳の家が見えてきた。
「まあ、考えても仕方ないか。絆ちゃんに会ってみればわかるだろ」
「そうだね」

　淳に連れられて、玄関までやってくる。

　淳は玄関に手をかけながら軽く深呼吸して、

「行くよ」

「何自分の家に入るのに気合入れてるんだよ」

「……それもそうだね」

　俺がそう言うと、淳は照れたように頭をかいて、

「それじゃあ、堂々と。ただい……ま？」

　玄関を開けた姿勢で、淳が固まった。それと同時に、家の中から声が聞こえてくる。

「おかえりなさいませ、ご主人様」

「…………は？」

　俺の位置からでは、玄関の先に何が起こっているかはまったく見えない。

　でも、今のは間違いなく絆ちゃんの声だ。それだけは確信できる。

　……なんだけど、俺の聞き間違いじゃなきゃ、ご主人様とか言ってなかったか？

「………………」
　淳は玄関を閉めると、門の外まで行って表札を確認。それで戻ってきて、真剣な顔で、

「なあ、真。ここ、俺の家だよね？」

「当たり前だろ。こんなバカでかい家、この辺りじゃここしかないだろ」

「そう……だよね。うん、ここは俺の家」

「……お前、頭大丈夫か？」

「ちょっと疲れているのかも。なんか、幻覚っぽいものが見えちゃって」

「幻覚？」

「うん。まあ、それはともかく、気を取り直して、ただい……」

　淳は再び玄関を開け、そしてすぐに閉めた。

「何をやってるんだ、お前は？」

　頭を抱えてうずくまる淳に、思わずそう声を掛けた。

「真、これって夢か？ここは夢の世界か？」
「現実だ。ほっぺたでもつねってみたらどうだ？」

「うん」

　そう言って、淳は頬をつねる。なぜか、俺の頬を―――

「あいだだだだだっ！俺をつねってどうする！お約束のボケをかますな！」

「あいたっ！

　……痛い……ってことは、やっぱり夢じゃないのか」

　お返しにくれてやったチョップで、淳はようやくそのことを理解したらしい。

　というか、明らかに思考能力が鈍ってるぞ、こいつ。いったい、玄関開けたらどんなショッキングな映像が待っているというんだ？

「真……俺、幻覚見るなんて、もうダメかなぁ……？」

「だああああああああああああ！！お前はいったい何を見たんだ！？」

　淳を押しのけ、玄関のドアを開け放つ。
「おじゃましま～……す？」

　そして、俺は淳と同じように固まってしまった。

「………………」

　目の前に広がっている光景は、ものすごく現実離れしたものだ。

　白を基調としたエプロンドレス。頭のカチューシャには、なぜかネコミミ。お尻からはこれまた尻尾が生えているという、完璧なネコミミメイドさんの格好をした絆ちゃんがそこにいた。
「いらっしゃいませ、中根様」
「……こういうことだったのね」

　うやうやしく礼をする彼女を見ながら、さっきの淳の様子を、妙に納得してしまったのだった。

「淳、ちょっと待っててくれるか？絆ちゃんと話をしてくる」

「え、あ、うん」

　未だ動転している淳は、俺の言葉に反論することなく頷いた。
　まあ、いきなり妹がこんな格好してたら自分の目を疑いたくなるだろう。俺だって、絆ちゃんの素を知ってなきゃ、自分の精神状態を疑っただろうし……
　とにかく、淳はその場に残し、俺だけ家の中に入る。

「あっ、ご主人様」

「絆ちゃん。淳は、正気に戻るまでもうちょっとかかりそうだから、ちょっと話ししよう」

「え～」
「ぶーたれないの！」

　俺は絆ちゃんの手を引っ張って、ただっ広いホールの端まで行くと、単刀直入に聞いた。

「で、その格好はどうしたの？」

「通販で買ったんです。結構高かったんですよ」

「あ、そう……」

　そんなもの売っている通販なんてあるんだ……って、感心している場合じゃなくて、

「だからさ、その、なんでそんな服着てるの？」

「なんでって、メイド服ですよ。決まってるじゃないですか」

　絆ちゃんはそこで軽く一回転し。エプロンドレスの裾がふわっと広がる様などは、まあ、なんと言うか……

　そして、こっちにびしっと指を突きつけて、

「どうです！！」
「いや、あの、どうって……？」

　思わず、言葉に詰まってしまう。なんていうか、今の絆ちゃんはそれほど迫力に満ちていた。

「メイド服ですよ！ネコミミですよ！男の憧れですよ！？」

「……否定できないところが悲しいな」
「ご奉仕の勉強やら着付けやらで手間取りましたが、今の私は完璧なネコミミメイドさんになりきれます！」

　……それが、淳を家から追い出していた理由ってこと。

「さあ、淳さんを早く呼んできてください！私がこの姿でご奉仕すれば、たとえ淳さんだろうとメロメロです！！」
　今日の絆ちゃんは気合入りすぎだ。こういった服着ると、テンション上がるタイプとかか？

　まあ、それはともかく、絆ちゃんの言っていることは妙に説得力はある。

　確かに、今の絆ちゃんは物凄く可愛いのだ。

　絆ちゃんは元がいいだけに、こういった格好をしているときの笑顔や仕草。そういった、一挙一動の全てが可愛らしく見え、その破壊力は、かなりドキッとさせられてしまう。
「………………」

「中根先輩。どうしたんですか？」

「………………」

「中根せんぱ～い？」

「…………ハッ、え、あ、何？」

「どうしたんです？ボーっとして……あっ、もしかして、私に見惚れてたとか？」

「え、あ、いや……」

「はは～ん、図星ですね。先輩の気持ちはわかりますけど、ダメですよ。私は淳さん一筋なんですから」

「ははは。知ってるって」
　絆ちゃんの気持ちは、今更言われなくてもわかっている。よくもまあ、淳だけを一途に想えるものだとも思うが。

「それじゃあ、先輩は淳さんを呼んできてください。私は、それをメイドとして迎えますから」

「へぇへぇ……」
　絆ちゃんに追い立てられ、玄関まで淳を呼びに行こうとしたところでちょっと立ち止まり、

「絆ちゃん。どうでもいいけど、淳に訳を話したほうがいいと思うよ。あいつ、絆ちゃんが怒っているんじゃないかって心配してたから」

「え……そうなんですか？」

「うん。いきなり家から追い出されたって、俺に泣きついてきたんだから」

「う～ん、淳さんをびっくりさせようと思ってたから、それは考えてなかったなぁ」

「もう十分驚かせたでしょうが」

　おかげで、あいつは今も混乱しっぱなしなんだろうから。

「……そうですね。わかりました。事情を説明して、それからご奉仕します」

「そうしてやってくれ」

「ありがとう、先輩。そこまで気を回してくれて」

「いいって。それじゃ、淳を呼んでくるから」
　玄関の外に出て、未だ呆然としている淳の肩を叩く。

「あ、真……」

「絆ちゃんと話してきたよ」

「え、あ、ああ」

「絆ちゃんは別に怒っているわけじゃないってよ。さっきのあれを見せてお前を驚かせるために、家から出てってもらったんだと」
「……ってことは、さっきのはやっぱり絆なのか？」

「ああ」

「なんで絆があんな格好を？俺は一瞬、ゲームの世界にでも迷い込んだのかと思ったぞ」

「それは、お前を喜ばせようとだろ。この幸せもの」

「……へ？」
　この鈍感野郎が……俺の言葉の意味を、欠片も理解できませんって顔しやがって。

「詳しくは、本人に聞けよ。絆ちゃん待ってるぞ」
「あ、ああ」

「それじゃあ、俺は帰るな」

「寄っていかないのか？」

「ああ。俺はお邪魔だからな」

　苦笑しながら、淳に向かって背を向ける。

　絆ちゃんには、こうしたほうが喜ばれるだろう。

「それじゃ、また明日な」

　後ろ手に手を振って、俺は帰路へとついたのだった。

「あ～、今日も疲れた」

　ベッドに背中から跳び乗りながら、天井を見上げる。

　休日だっていうのに、疲れているとは何事だろう？

　今日あったことっていったら、絆ちゃんのことか……
　本当に頑張るよな、あの子。

　―――でも……淳の心にいるのは……

「絆ちゃんだって、気づいてなきゃおかしいはずなんだけどな」
　いや、それとも、気づいていて気づかないふりをしているのか？

「……まあ、応援はしてあげたいよな。あんなに頑張ってるんだし」
　淳が自分の想いを言葉にして彼女に伝えるまでの間に、絆ちゃんが淳の目を自分に向けられるか……か。

　俺の意識は、そんなことを考えながら闇へと落ちていった。
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